
防災庁の設置

಺ֳ׭๪๷ࡂ庁ઃஔ४උࣨ

̍ɹ๷ࡂ庁ઃஔʹݕ͚ͨ޲౼
　զが国は災害大国であり、これまで、ࡕਆɾ୶࿏大

震災、東日本大震災、۽本地震、平成30年7月߽Ӎ、

能登半島地震等਺ଟくのࣗવ災害に௚面してきまし

た。

　ۙ年、෩水害がස発化ɾܹਙ化していることにՃ

え、ޙࠓは、南海トラフ地震やट౎௚下地震等ਙ大な

被害が想定される大規໛災害の発生が懸念されます。

զが国の防災体੍をൈ本的に強化し、こうした災害に

立ち޲かうべく、防災ிのઃ置に޲けて、令和7年

（2025年）1月から20໊の防災関係の有識者を集めた

防災ிઃ置४උアυόイβー会議を̔ճ開催し、ಉ年

6月̐日にใࠂॻが取りまとめられました。

赤澤大臣への報告書手交の様子（令和７年（2025年）６月４日
撮影）

̎ɹ๷ࡂ庁ͷجຊతͳํੑ޲
　防災ிは、国難ڃの大規໛災害にඋえ、「国民の໋

と暮らしをकりൈく」ことを目的とし、զが国の防災

全体を၆ᛌ的にଊえ、׭࢈学民のあらΏる力を݁集

し、中長期的ࢹ点からզが国に;さわしい防災のࡏり

方をߏ想するとともに、పఈした事前防災と、発災時

から復旧ɾ復興までの一؏した災害対Ԡの࢘令ౝを担

う組৫とする༧定です。

、令ౝとは۩体的に࢘　

ᶃ 　中長期かつ૯合的な防災に関するج本政策ɾ国Ո

ઓུの立案

ᶄ 　関係者間のコーディネートによるపఈ的な事前防

災の推進ɾՃ଎

ᶅ 　被災地のワンストップ窓口として発災時から復

旧ɾ復興までの災害対Ԡ

の役割を果たしていくこととしています。

　また、平時からの政府全体の防災ࢪ策の実ࢪをリー

υしՃ଎させていくために、内閣௚下にઃ置し、૯理

大ਉを助け、֤府লிへのݖࠂק等を有するઐ೚の大

ਉの下、े分なエΩスパート人材や༧ࢉを有する組৫

としていく༧定です。

　その上で、被災者支援体੍の強化、防災%9、行動

変༰に޲けた防災教ҭɾܒ発、׭࢈学民の連ܞ体੍の

開発ɾ実装、国際展開ڀݚங、人材ҭ成、防災ٕज़ߏ

等に取り組んでいく༧定です。

̏ɹޙࠓͷਐΊํ
　令和̔年度（2026年度）中の防災ிのઃ置に޲け、

令和̔年の通ৗ国会に関連๏案を提出する等の४උを

進めていきます。

防災ிઃ置४උアυόイβー会議

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bousaichou_

preparation/index.html

国民と共に考え、共に備え、共に守る。
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南海トラフ地震の新しい被害想定と実施すべき防災対策
～南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ報告書公表～

಺ֳ෎ʢ๷ࡂ୲౰ʣௐࠪɾاը୲౰

　南海トラフԊいでは、ྺ࢙的に見て大規໛地震によ

るਙ大な被害が܁りฦされてきたことが知られていま

す。この南海トラフ地震へのඋえは重要であり、中ԝ

防災会議の「南海トラフڊ大地震対策検討ワーΩンά

άループ」により、৽しい被害想定やޙࠓ実ࢪすべき

防災対策をまとめたใࠂॻが令和7年3月に公දとな

りました。

大クラスの地震ɾ津࠷、づくج৽のՊ学的知見に࠷　

波の想定では、強い༳れや津波が広ൣғで発生し（図

ࢮѱのέースでは、津波や༳れ等による࠷、（রࢀ１

者਺は約29õÿ万人、全յম失౩਺は約235万౩、࢈ࢿ

等の被害は約224õ9ஹԁ等、これまでの対策のޮ果は

一定ఔ度あるものの、վめてਙ大な被害が発生するこ

とが想定されました。

図１：震度及び津波の高さの想定

　このように、南海トラフ地震では、広域でਙ大な被

害が発生する中で、人的ɾ෺的リソースが不足する等

大変ࠔ難な状گが想定されます。そこで、国民ɾ事業

者ɾ地域ɾ行政等のあらΏる主体が૯力をもって災害

にྟむことで、໋と社会をकる、助かった໋や生活を

ҡ࣋する、生活や社会経済活動をૣ期に復旧すること

を実現していくことが必要です。

　そのため、防災意識の醸成、被害ྔ低減のための強

㔸化ɾ଱震化、被災者の生活ڥ؀の整උ、防災%9ॆ

実等による災害対Ԡのޮ཰化ɾ高度化、時間ࠩをおい

て発生する地震等への対Ԡ強化等、ޙࠓ実ࢪすべき対

策についても提ݴされました。

　また、対策に取り組んだ場合の減災ޮ果として、例

えば、ૣ期避難意識が低いと津波によるࢮ者਺は約

21õ5万人と想定される一方、全員がૣ期に避難を開始

した場合には、このࢮ者਺は7割減となるとࢉࢼされ

ました（図２ࢀর）。ਝ଎な避難行動の΄か、住୐の

଱震化やՈఉでのඋ஝等、ݸ人でも取り組める対策に

より被害ܰ減が見ࠐまれます。֤主体がண実に対策に

取り組んでいくことが重要です。

図２：対策に取り組んだ場合の効果の試算の例

ʻࢀ考৘ใʼ内閣府防災「南海トラフ地震防災対策」

のϖーδ

https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/

index.html
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本格的な出水期を前に、災害時に活用可能なキッチンカー、
トイレカー等の災害対応車両登録制度の運用を開始しました。

಺ֳ෎੓ࡦ౷ׅ׭ʢ๷ࡂ୲౰ʣ෇ʗ׭ࣄࢀʢඃऀࡂੜݐ࠶׆୲౰ʣ෇

̍ɹഎܠ
　令和6年（2024年）能登半島地震では、Ωッνン

Χー、トϨーラーϋ΢ス、トイϨΧー、ランυリー

Χー等のいわΏる災害対Ԡं྆が、被災地で有ޮ活用

され、被災者に対して良޷なډ住ڥ؀、Թかい৯事、

շదなトイϨڥ؀等の提供がなされました。

　一方、これらの災害対Ԡं྆のストック状گは、日

から行政側でे分に೺Ѳができていなかったことかࠒ

ら、能登半島地震の発災௚ޙは、行政側から関係事業

者に対して、被災地への提供の可否等を、౎度、֬認

せ͟るをಘない状گがありました。

　このため、内閣府では、発災ޙにԁ׈な被災者支援

を実現するため、平時から災害対Ԡं྆をデーλϕー

スへ登࿥しておき、発災ޙに被災࣏ࣗ体がデーλϕー

スにアクηスし、ニーζにԠじた災害対Ԡं྆に対し

て、ਝ଎に支援を求めることができる仕組みをߏங

し、令和7年（2025年）6月1日からӡ用を開始しま

した。

̎ɹ੍౓ͷ֓ཁ
　災害対Ԡं྆登࿥੍度の֓要は、࣍のとおりです

（図１ɾ図２）。

˓ 災害対Ԡं྆（本߲において「ं྆」といいます。）

とは、発災時に、避難所、Ծઃ住୐एしくはトイϨ

の用途に供され、ຢは、৯事、ચ୕एしくは入ཋ

αーϏスを提供する用途に供されるࣗ૸型、ݗҾ型

（トϨーラー等）、ӡൖ型（コンテφ等）のं྆をい

います。

˓ 登࿥の対৅は、ं྆ຢは災害対Ԡं྆ௐ整๏人（発

災時にं྆の配ंௐ整等を行う๏人です。Ҏ下「ௐ

整๏人」といいます。）のいͣれかです。

˓ 内閣૯理大ਉは、ं྆の所有者ຢはௐ整๏人のਃ੥

にجづき、֤ਃ੥者が発災時に被災࣏ࣗ体を支援す

る意ࢥを有しているか、ं྆が登࿥ج४にద合する

か等を֬認し、登࿥します。また、登࿥したं྆ຢ

はௐ整๏人の৘ใは、デーλϕース化し、࣏ࣗ体等

へ共有します。

˓ 被災࣏ࣗ体は、ं྆を必要とする場合、災害対Ԡं

྆検ࡧシステム（ޙड़）をࢀরし、所有者ຢはௐ整

๏人とݸผにௐ整します。国は、被災࣏ࣗ体による

活用を支援し、必要にԠじてௐ整を実ࢪします。

˓ 内閣૯理大ਉは、ं྆の提供を受けた被災࣏ࣗ体が

ෛ担した֤छඅ用について、災害ٹ助๏にجづきෛ

担（災害ٹ助๏のద用災害が前提です。）します。

　上੍ه度の֨ࠎは、内閣府ࠂ示（災害対Ԡं྆等登

࿥規ఔ）で規定しています。

図１　災害対応車両登録制度の概要（内閣府資料） 図２　災害対応車両に係る登録基準の概要（内閣府資料）
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̏�ɹಛઃϗʔϜϖʔδٴͼ֐ࡂରԠं྆
ஙߏγεςϜʢ%�53"$&ʣͷࡧݕ

　本登࿥੍度のӡ用に当たり、੍度についての৘ใ提

供を目的とした特ઃϗームϖーδと災害対Ԡं྆等の

登࿥に係るਃ੥ػ能や、登࿥ं྆等に係る検ػࡧ能

（デーλϕースػ能）等を౥載した災害対Ԡं྆検ࡧ

システム（%�53"$&）を立ち上͛ました。

　特ઃϗームϖーδでは、登࿥を検討されている方や、

実際に支援の要੥をするϢーβーとなる地方公共ஂ体

の担当者に޲けて、੍度内༰の説໌や̦ˍ̖等をܝ載

しており、੍度への理ղを深めていただけるような内

༰としています。ซせて、能登半島地震での活用事例

もܝ載し、ޙࠓも事例の௥Ճɾߋ৽をしていきます。

　また、%�53"$&については、災害対Ԡं྆等の登

࿥ਃ੥ػ能や、登࿥ं྆等に係る検ػࡧ能（デーλ

ϕースػ能）等を౥載しており、災害対Ԡं྆の所有

者や災害対Ԡं྆のௐ整๏人である支援をする側と、

地方公共ஂ体の支援を求める側のニーζをマッνンά

させるػ能を果たすシステムとなっています。なお、

この%�53"$&は、発災時におけるਝ଎な被災者支援

等を実現する੍度のझࢫを౿まえて、一ൠには広く公

開はせͣ、国、地方࣏ࣗ体、本੍度による登࿥を受け

た方がӾཡできるようにしています（図３）。

（災害対Ԡं྆登࿥੍度ç特ઃ)1ɿhttps://pr.d-trace.

go.jp）

̐�ɹొ࿥ଅਐʹ͚ͨ޲ΠϯηϯςΟϒͷ
ાஔ

　大規໛災害にඋえるためには、可能なݶりଟくの災

害対Ԡं྆及びௐ整๏人の登࿥をしていただくことが

重要であるため、登࿥をଅ進するためにも、インηン

ティϒા置を実ࢪしていくことが必要と考えています。

　੍度ઃ計のために実ࢪした事業者ώアリンάにおい

ても、例えば、ΩッνンΧーの場合、災害支援をԁ׈

に行うためには、平時における事業規໛の֦大が重要

であり、そのためには、平時の事業ڌ点をे分に֬อ

することが必要との意見がありました。

　このような意見を౿まえ、例えば、登࿥をした災害

対Ԡं྆が、公共主体が所有するࢪઃ（行政ிࣷ、Տ

川ࢪઃ、公園ࢪઃ、ಓ࿏ࢪઃ、ӡ動ࢪઃ、ਤॻؗ、ප

Ӄ等）に優先的に入ߏし、事業活動を行えるインηン

ティϒの導入を進めていきたいと考えています。

　なお、内閣府では、中ԝ合ಉிࣷ̔号ؗ及びӬాொ

合ಉிࣷにおける職員޲けのΩッνンΧーや、ܴෂؗ

੺ࡔ཭ٶにおけるདྷؗ者޲けのΩッνンΧーについ

て、࣍ճのܖ約ߋ৽の際に、本੍度による登࿥を受け

た事業者を૬対的に高くධՁできるようબ定ج४の見

௚しを行うことを༧定しています（写真１）。

　また、この取組は、֤লி及び地方公共ஂ体にも協

力要੥を行っており、ޙࠓは全国の公共主体が所有す

るࢪઃで広まっていくことが期଴されています。内閣

府としては、֤লிや地方公共ஂ体等における取組状

事例をऩ集޷、についてフォϩーアップを行いつつگ

して、特ઃϗームϖーδで঺հをすることでԣ展開を

ਤっていきたいと考えています。

̑ɹޙ࠷ʹ
　登࿥をいただいた災害対Ԡं྆等については、ॱ

り଎やかݶ登࿥内༰の৹ࠪɾ֬認を行い、可能な、࣍

に登࿥ɾデーλϕース化を進めてまいります。ࠓՆҎ

߱に発生する災害から登࿥された災害対Ԡं྆等が有

ޮ活用できるよう、ӡ用していきたいと考えています。

図３�　災害対応車両検索システム（D-TRACE）の概要（内閣府
資料）

写真１�　迎賓館赤坂離宮における来館者向けのキッチンカーの
様子（令和７年（2025年）４月撮影）
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地区防災計画ガイドブックの公表

಺ֳ෎ʢ๷ࡂ୲౰ʣීٴɾ๷ڭࡂҭɾ/10ϘϥϯςΟΞ࿈ܞ୲౰ɹฏ઒૖ଠ

̍�ɹ಺ֳ෎ʮ஍۠๷ܭࡂըΨΠυϒοΫʯ
ͷެද

　2025年̐月に、内閣府から「地区防災計画Ψイυ

ϒック」が公දされました。このΨイυϒックは、地

区防災計画づくりに関する重要事߲をηϨクトして࠷

৽のղ説をՃえている΄か、内閣府、地区防災計画学

会等で஫目されている࠷৽の事例について、その要点

を঺հしています。また、ج本的な̦ˍ̖集もՃえら

れている΄か、ࢿྉ࡞成時に部分的にར用しやすいよ

うに、̖̐ԣのαイζで࡞成されています。

̎ɹΨΠυϒοΫͷҐஔ෇͚
　このΨイυϒックは、2014年3月に公දされた「地

区防災計画Ψイυライン」の֓要をఈ本としつつ、地

区防災計画づくりの事例や地区防災計画学に関する理

࿦の஝ੵ等を౿まえて、これから地区防災計画づくり

に取り組もうと考えているコミュニティの住民ɾ事業

者やそれを支援しようとしている࣏ࣗ体職員޲けに࡞

成されました。

なお、過ڈ内閣府から公දされているҎ下の3࡭の

Ψイυライン等の要点を౿まえたものになります。ͥ

ͻ、෯広くޚ活用ください。

　ᶃ　2014年3月公ද「地区防災計画Ψイυライン」

　ᶄ 　2017年3月公ද「地区防災計画モデル事業ใࠂ

ʕ平成26～2ÿ年度の成果と課題ʕ」

　ᶅ 　2020年3月公ද「地区防災計画のૉ案࡞成支援

Ψイυ」

̏ɹΨΠυϒοΫͷ໨࣍
ୈ1ষ　地区防災計画のૂい

ୈ̎ষ　地区防災計画には3つの特௃があります

ୈ3ষ　地区の特性にԠじた計画づくりが可能です

ୈ̐ষ　地区の住民ɾ事業者が計画を提案できます

ୈ5ষ　訓練や人材ҭ成、計画の見௚しが重要です

ୈ6ষ　地区防災計画づくりのフΣーζ

ୈ7ষ　地区防災計画とݸผ避難計画

ୈ̔ষ　ޙ࠷に

෇࿥

　1 地区防災計画事例集

　̎ ̦ˍ̖集

　3 地区防災計画の߲目の例

　̐ 関係৚จ、ࢀ考จ献、ࣥච者等
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防災経済コンソーシアム
事業者の防災・事業継続力強化に向けた令和６年度の活動

಺ֳ෎ʢ๷ࡂ୲౰ʣ๷ܭࡂը୲౰

　内閣府では、平成30年より、17の経済ɾ業界ஂ体か

らߏ成される「防災経済コンソーシアム」をߏஙし、

事業者に災害に対してඋえる力の޲上をଅすことで、

社会全体の災害リスクマネδメント力を高める取組を

。ଓして進めていますܧ

　令和6年度は、防災対策ɾ事業ܧଓ強化の課題と考

えられる「αプライνΣーン、地域連ܞの強化」、「能

登半島地震を౿まえた事業者の防災ɾ事業ܧଓの取

組」等をテーマに、事業者の災害対Ԡ力強化に޲けた

৘ใަ׵、意見ަ׵のための会合を内閣府にて年ೋճ

実ࢪしました。

　令和6年10月25日のୈ一ճ会合では、໊ݹ屋޻業大

学౉ล教授から、ܹਙ化ɾස発化する災害とا業ɾ地

域における事業ܧଓのあるべき姿についてのߨԋ、令

ʲ໰い合わせ先ʳ

内閣府政策౷ׅ׭（防災担当）෇　ࢀ事׭（防災計画

担当）෇

ి話ɿ03ô5253ô2111

ʲࢀ考63-ʳ

業防災のϖーδ（内閣府防災担当）ɿ防災৘ใのا

ϖーδʼ広ใɾܒ発活動ʼا業防災のϖーδ（内閣府

防災担当）

HaiZPu�QdG（https://www.bousai.go.jp/kyoiku/

consortium/pdf/gaiyou.pdf）

会員ஂ体の取組঺հリンク

https://www.bousai.go.jp/kyoiku/consortium/

pdf/katsudou_shoukai.pdf

防災経済コンソーシアムの枠組み

第二回会合の模様

和7年3月31日のୈೋճ会合では、໊ݹ屋

大学෱和໊༪教授から南海トラフڊ大地震

対策検討ワーΩンάάループใࠂを౿まえ

たԹނ知৽とసՒҝ෱でࠀ災というߨԋを

いただきました。内閣府からは、能登半島

地震に関する৘ใ共有として、現地ا業の

状گや׭民連ܞによる支援に関する説໌を

行い、事業者の防災ɾ事業ܧଓにࢿする৘

ใを共有しています。

　また、ࢀՃஂ体の取組、課題等をテーマ

にした意見ަ׵も行い、取組にࢿする৘ใ

を通じて、事業者の災害リスクܞや連׵ަ

マネδメント力の޲上のためのී及ɾܒ発

ଅ進につな͛ています。

　令和7年度もҾきଓき、本コンソーシア

ムでの「事業者の災害対Ԡ力強化に޲けた

৘ใɾ意見ަ׵」強化を通じて、経済ɾ業

界֤ஂ体との連ܞを深め、事業者の防災ɾ

事業ܧଓ力の強化、地域ɾ社会の災害に対

してඋえる力の޲上をਤっていきます。
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「NIPPON防災資産」の深化を考える会

ըࣨا՝ਫ๷ڥՏ઒؀ہ౔อશࠃ౔ަ௨省ਫ؅ཧɾࠃ

̍ɹ͸͡Ίʹ
　内閣府、国土ަ通লでは、令和6年5月に、地域で
発生した災害の状گを分かりやすく఻えるࢪઃや災害
の教訓を఻ঝする活動等を「/*110/防災࢈ࢿ」とし
て認定する੍度を৽たに૑ઃしました。また、ಉ年̕
月には、本੍度の૑ઃޙॳめて、22݅（優良認定ɿ11
݅、認定11݅）を認定しました。
　そのޙ、ୈ一ઢで活༂されている優良認定の関係者
による意見ަ׵ɾ議࿦を通じて、災害による٘ਜ਼者を
一人でも減らすためのࢹ点、要ૉ、取組等をચい出
し、整理することを目的としたʠ「/*110/防災ࢿ
の深化を考える会ʡを令和7年̎月に開催しまし「࢈
た。本ߘでは、その内༰について঺հさせていただき
ます。

̎ɹ։֓࠵ཁ
˗開催日時ɿ令和7年̎月21日（ۚ）15時00分～17時15分
˗主催者ɿ内閣府ɾ国土ަ通ল
ࢿՃ者ɿ 優良認定（11݅）関係者、/*110/防災ࢀ˗

બ定ҕ員会ҕ員、内閣府、国土ަ通ল࢈
˗8eC๣ௌ者ɿ 認定関係者、行政関係者、災害のࣗ

分事化協議会ҕ員等　約140໊
˗会場ɿ国Ӧ東ྟژ海広域防災公園　そなエリア東ژ

意見交換の様子

̏�ɹҙ׵ަݟͷςʔϚͱॏ఺తʹٞ࿦Λ
Ωʔϫʔυͨͬߦ

　前半は、5つのテーマにԊって、֤優良認定のօさ
まから発දしていただき、ಘられたテーマ毎のΩー
ワーυから重点的に議࿦を行うΩーワーυをந出しま
した。ޙ半は、重点的に議࿦を行うΩーワーυ͝とに
優良認定者のօさまを中心に活発な意見ަ׵がなされ
ました。出された意見のൈਮになりますが、Ҏ下に঺
հさせていただきます。

ʻ意見ަ׵の5つのテーマʼ

ʻ重点的に議࿦を行ったΩーワーυと出された意見ʼ
り部ɾΨイυɾ地域防災リーμーのҭ成（高齢化への対ޠ ˘

Ԡ）
ɾ ޠり部等の活動ै事に志ئするօさんを受け入れられる場所

があることが大事。
ɾ ௚઀的な被災経験がない方等も一ॹに巻きࠐんで活動してい

る。
˘事業ܧଓ（ௐ達、おۚかけない）
ɾ ࣋ଓ的な活動を可能にするためにྉۚઃ定しており、地域の

学ߍであってもおۚをいただくことをݪଇとしている。
ɾ ઐ໳が防災ではない、ଞ分໺のઐ໳Ոに関心を࣋っていただ

き、先方のアイディアにجづく主体的な関わりのԆ長で、民
間ا業からの協ۚࢍの話も出ている。

˘学ߍ教ҭとの連ܞ
ɾ 学ߍによる教ҭཱྀ行の༠கに޲け、ཱྀ行会社、学ߍの教ҭཱྀ

行担当者޲けの঎ஊ会等にࢀՃし、ࢪઃの役割、঺հ等を
行っている。

ɾ ࣗ ஙߏଓ的な体੍をܧをؚめたہ体の教ҭҕ員会、防災部࣏
している。

ɾ 地元教ҭҕ員会に対するಇきかけにより、খ学࢛、ࡾߍ年用
の社会Պの෭ಡ本に災害఻ঝࢪઃについてܝ載されたことか
ら、খ学ߍからのདྷؗ者が増えた。

ɾ 地元の有໊中学ߍの入ࢼ༧想໰題に、災害఻ঝの対৅として
いるࣗવ災害が取り上͛られ、ଟくの教ҭ関係者にप知され
た。

ɾ 年度ॳめにෝ೚してきた先生方を対৅に防災の話をするػ会
をઃけ、܁りฦし実ࢪすることにより、ෝ೚地पลの࣏ࣗ体
だけでなく、৽たなసۈ先でも口コミが広がり、݁果とし
て、पล地域の全ߍで活動するようになった。

ɾ λーήット毎にΧリΩュラムπールを用意してあ͛ると、教
་側も受け入れやすい。

̐ɹޙ࠷ʹ
　本会での意見ަ׵ɾ議࿦を通じてಘられた知見は、
優良認定の関係者による取組への深化に൓өされるだ
けでなく、広く全国の取組に共有されることで、それ
ぞれのࢪઃのར用者、活動へのࢀՃ者が、災害リスク
をࣗ分事化し、災害にඋえる行動をىこすことにつな
がっていくことを期଴しています。
　Ҿきଓき、内閣府、国土ަ通লでは、それぞれの関
係者の知見の共有を通じた૬৐ޮ果等により、

「/*110/防災࢈ࢿ」の੍度の一૚の発展ɾ活性化に
。ていく所ଘです͛ܨ

/*110/防災࢈ࢿϗームϖーδɿhttps://www.mlit.
go.jp/river/bousai/bousai-shisan/index.html

「/*110/防災࢈ࢿ」の深化を考える会（令和7年̎
月21日 ） 開 催 ݁ 果 ֓ 要ɿhttps://www.mlit.go.jp/
river/bousai/bousai-shisan/shinka_r7.html
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面的気象情報の利活用促進について

ը՝ܭଌ੔උ؍ւ༸෦ؾ৅庁େؾ

̍ɹ໘తؾ৅৘ใͱ͸
৅ؾ、৅Ӵ੕ͻまわりؾ৅ிでは、アメμスやؾ　

Ϩーμー等の؍ଌデーλを活用し、全国のؾ৅の分෍

を֨子状に伱間なくղੳした「面的ؾ৅৘ใ」を提供

しています。

　この৘ใを活用するར点として、アメμスのような

点の৘ใとൺֱして、ؾ৅状گの分෍（面的な広が

り）を֮ࢹ的に೺ѲできることにՃえて、೚意の֨子

（地点）でղੳしたデーλをར用できる点が͛ڍられ

ます。これまで、知りたい地点のؾ৅状گを֬認する

ためにۙ๣の؍ଌデーλをࢀরしていたような場合、

面的ؾ৅৘ใを活用することで、知りたい地点のؾ৅

デーλをར用することが可能となります。

　面的ؾ৅৘ใを۩体的にイメーδしていただくた

め、一例として「推計ؾ৅分෍」（図１）をޚ঺հし

ます。この৘ใは、現ࡏのఱؾとؾԹ、日র時間の分

෍を1ᶳ࢛方の֨子のࡉかさでղੳしたものです。

̏ɹσδλϧΞϝμεͷऔ૊ʹ͍ͭͯ
　面的ؾ৅৘ใのར活用をଅ進する取組の一؀とし

て、令和7年̐月からスマートフォン޲けの「デδλ

ルアメμスアプリ」（図２）の全国ӡ用を開始しまし

た。このアプリは、面的ؾ৅৘ใから知りたい場所の

能を౥載していػ৅デーλを༰қにӾཡできる֤छؾ

ます。アプリストアからͲなたでもޚར用いただけま

すので、「デδλルアメμス」と検ࡧしてੋඇޚར用

ください。

ʲࢀ考ʳ

令和7年̐月25日 ৅ிใಓ発ද「デδλルアメμؾ

スアプリの全国展開について」

https://www.jma.go.jp/jma/press/2504/25a/

digital-amedas.html

৅ிϗームϖーδ「デδλルアメμス」ؾ

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/digital-

amedas/kaisetsu.html

̎�ɹ໘తؾ৅৘ใͷར׆༻ଅਐʹͭ
͍ͯ

　ۙ年、進化したデδλルٕज़が社会経済活動

をより良い方޲に変化させる「デδλルɾトラ

ンスフォーメーション（%9）」という֓念が、

஫目されています。%9社会におけるデδλル

ٕज़を活用した৽たなαーϏスの提供やϏδネ

スモデルの開発においては、全国を面的にΧ

όーするؾ৅デーλがج൫的なデーληットと

してඇৗに重要です。

ؾ৅ிでは、社会の%9化を౿まえて面的ؾ　

৅৘ใをより一૚活用いただけるよう、全国を

໢ཏする地点毎のղੳデーλにண目して、೚意

の地点で過ڈから現ࡏ、কདྷ༧ଌまでのؾ৅

デーλをシームϨスにӾཡできる等、৘ใのར

ศ性を޲上するӾཡڥ؀を提供する取組を進め

ています。

天気 気温 日照時間
図１　推計気象分布

図２　デジタルアメダスアプリ
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「津波フラッグ」を見たらすぐに避難！！

ਪਐࣨࡂ՝஍਒௡೾๷ࢹ෦஍਒௡೾؂ࢁ৅庁஍਒Րؾ

　കӍが໌けると、いよいよ本֨的にॵいՆがやって

きます。海水ཋや௼り等、マリンϨδϟーで海に出か

けるػ会がଟくなるقઅです。マリンϨδϟーを҆全

にָしむに当たり、๨れてはいけないものの一つが

「津波」です。日本は地震がଟく、いつ大きな地震に

見෣われるか分かりません。特に、海؛෇ۙを๚れる

際には、津波へのඋえが欠かせません。

して、大ࢹをৗに؂گ৅ிは全国の地震や海の状ؾ　

津波ܯใɾ津波ܯใɾ津波஫意ใ（Ҏ下、「津波ܯใ

等」とします。）を発දする役割を担っています。津

波ܯใ等は、テϨϏ、ラδオ、ܞଳి話（ٸۓ଎ใ

メール）、αイϨン、৊等、様々なखஈでօさんに఻

達されます。

　しかし、海水ཋ場等では、ܞଳి話を਎にணけてい

ないこともଟく、また、༡ӭ中には、波Իや෩でαイ

Ϩン等のԻがฉき取りにくくなるため、ௌ֮にো害を

お࣋ちの方や༡ӭ中の方等に津波ܯใ等を఻達するこ

とは難しくなります。

　このため、ؾ৅ிで

は、津波ܯใ等の発දを

的にお知らせするख֮ࢹ

ஈとして、長方形を࢛分

割した੺とനの֨子໛様

のض「津波フラッά」を

定めています（図１）。

　「津波フラッά」を導入済みの海水ཋ場等に津波ܯ

ใ等が発දされた場合には、この「津波フラッά」

が、海؛や津波避難Ϗル等においてライフηーόー等

によりܝ示されます。また、海ۙ؛くのݐ෺からਨれ

下͛られる場合もあります（図２）。

　この一例として、令和6年̐月3日の台࿷෇ۙの地

震で、ԭೄ本島地方、ݹٶ島ɾീ重山地方に津波ܯใ

が発දされた際には、ϏーνでライフΨーυが「津波

フラッά」をܝ示して༡ӭ者に海からす͙に上がるよ

うݺびかけ、避難༠導を実ࢪしました。

৅ிでは、よりଟくの海水ཋ場等で「津波フラッؾ　

ά」が活用されるよう、また、よりଟくの方々に「津

波フラッά」を֮えていただけるよう、全国的に「津

波フラッά」のप知ɾී及活動に取り組んでいます。

　令和7年Նからは、৽たな「津波フラッά」のϙス

λーを全国展開し、「津波フラッά」を導入済みの海

水ཋ場等にܝ示いただく༧定です（図３）。

図２　Yahoo!ニュース制作図解
※商用利用不可・図解を分割編集しての使用はできません。

津波フラッグ

津波警報等の発表をお知らせする旗

海からでて高いところへ

すぐに にげて
津波フラッグを見たら

公益財団法人
日本ライフセービング協会
https://jla-lifesaving.or.jp/https://www.jma.go.jp/

つ な み    け い  ほ う な ど はっぴょう し はた

つ な み み

う み た か

Y M C K
2051129 気象庁 津波フラッグポスター B3_A 2校 川崎 25/05/26

図３　令和７年夏から展開する、新たなポスター

図１　津波フラッグ

　「津波フラッά」は、避難の合ਤです。海水ཋ場等

で「津波フラッά」を見かけたら、଎やかに海から཭

れ、高いとこΖに避難してください。

ʲࢀ考ʳؾ৅ிϗームϖーδ　津波フラッάɿ

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jishin/

tsunami_bosai/tsunami_bosai_p2.html
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全国初！寒冷地仕様の避難タワーが完成

๺ւಓ۴࿏ொ๷҆ࡂશ՝๷ࡂର܎ࡦ

̍ɹ͸͡Ίʹ
　۴࿏ொは、๺海ಓの南東方に位置し、日本海ߔɾઍ
島海ߔपล海ߔ型地震による津波のӨڹを受ける地域
として、30年Ҏ内に大地震の発生が༧想されておりま
す。特に、ଠ平༸にܨがる۴࿏川Ԋいの本地区は、昭
和50年代にݐஙされたݐށ໦଄住୐によりߏ成され、
津波から਎をकる高く強ݻなݐ෺がଘࡏしておらͣ、
大きな被害が想定されておりました。
　このことから、ٸۓ避難ࢪઃの整උがٸがれており
ましたが、ݐઃ可能なۭ地は、౎市公園しかなく、こ
れらの公園にෳ਺౩の津波λワーをݐઃすることにな
りました。ଟくの੍約もありましたが、避難時間の୹
ॖには、ޮ果が高くなりました。

̎ɹपลΠϯϑϥʹཔΒͳ͍ݻڧͳආ೉ࢪઃ
　ઃ計に際し、ୈ一には、ொ民がਝ଎かつ҆全に避難
できる場所でなければならないことと、避難者は4ÿ時
間ఔ度はここで過͝すこととなり、पลインフラが่
յしていても࠷低ݶの生活ػ能は֬อされるݐ෺でな
ければなりませんでした。
　మࠎ଄3֊ݐて、1֊部分はԁபϐϩティ形ࣜによ
り波をಀがし、̎֊3֊を避難スϖースとしました。
避難ࣨへのアプϩーνはスϩープが1か所、֊ஈが̎
か所の計3方޲からとしました。平時は、ήートがࢪ
ৣされていますが、̟Ȃアラート防災行政ແઢによる
避難指示発令と連動したࣗ動ղৣシステムとし、有事
の際に、୭かが鍵を開けることを଴つ必要はなく、ਝ
଎な避難を可能としています。

　ઃඋとしては、ଠཅޫ発ిɾ஝ిઃඋや、災害時に
有ޮなプϩパンΨスを೤ݯとする発ిػをઃ置し、ແ
ఀి化を実現しました。公共上水ಓや公共下水ಓにも
઀ଓせͣ、॥؀ࣜԚ水再ར用装置によりトイϨ໰題を
クリアする等、高い଱久性と҆全性をތれるࢪઃとな
りました。

̏�ɹྫྷפ஍༷࢓ͱͯ͠͸શࠃॳͱͳΔආ೉
λϫʔ

　災害はいつىこるかわかりません。それがפݫ期で
あったなら、ઇやפさから਎をकることは、ઈ対に必
要です。東日本大震災のあのө૾は๨れられません。
そこでࢥい੾ってλワーをน、窓及びネットによりઇ
の৵入をࢭめて、ࣨԹ低下を防͛るようにしました。
プϩパンΨスを主೤ݯとするஆ๪ػも४උし、津波か
らಀれたޙの対策にも考ྀしています。

̐ɹͦͷଞͷ഑ྀ
　防災行政ແઢの์ૹは、ࣨ内にྲྀれますが、࠷大の
৘ใऩ集खஈは、ݸ人のスマϗとなることから、64B
ॆిϙートをઃ置しました。また、防災උ஝ݿはઃけ
ͣ、避難ࣨน面に可能なݶりऩೲ୨をઃけ、උ஝඼を
ऩೲすることで、避難スϖースを֬อするとともに、
උ஝඼が取り出しやすくなるように޻෉しています。
　屋上は、෺ࢿ供څやٸۓൖૹのためのϔリコプλー
のϗόリンάスϖースとしています。また、ϖットಉ
൐での避難も可能なスϖースとなっています。

いづみ公園避難タワー（外観） いづみ公園避難タワー（避難室）
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「静岡県被災者支援連絡会」の設立について

੩Ԭ؅ػةݝཧ෦ػة৘ใ՝

̍ɹ͸͡Ίʹ
　੩Ԭݝでは、これまでݝ内外の大規໛災害発生に際

し、被災࣏ࣗ体の支援を通じて、様々な学びをಘてき

ました。

　特に、平成2ÿ年（2016年）۽本地震の۽本ݝՅ島ொ

や令和6年（2024年）能登半島地震のੴ川݀ݝ水ொの

支援、ݝ内では令和3年（2021年）7月の೤海市ҏ౾

山地区土ੴྲྀ災害等における、֤छ支援੍度のӡ用支

援及び災害Ϙランティアや災害/10等との協ಇ等を

通じ、ி内連ܞɾ׭民連ܞをؚむ被災者支援の૯合ௐ

整に対する認識が高まってきました。このため、被災

者支援を૯合ௐ整し、被災者のニーζ೺Ѳと支援をԁ

被災者支援連ݝに実行することを目的として「੩Ԭ׈

བྷ会」を令和7年（2025年）̐月にઃ置しました（図

１）。

̎ɹඃ࣏ࣗࡂମࢧԉͷ֓ཁ
　ࣗવ災害により被災した࣏ࣗૅج体は、ٹ出ɾٹ助

や避難所ӡӦҎ外に、「り災ূ໌ॻ」のަ෇、様々な

支援ۚ、ீҚۚ、ٛ援੍ۚ度等の広ใɾप知ɾ受෇を

行う必要がありますが、被災࣏ࣗ体の職員にとって੍

度のӡ用はॳめてであることがଟく、「ԿをͲうすれ

ば良いかわからない」事ଶに௚面します。੍֤度の担

当者が決まったとしても、被災者支援の૯合ௐ整にま

で目を޲ける༨༟はなく、֤課がそれぞれ窓口をઃ置

する等、όラόラの対Ԡとなりがちです。

　このため、本ݝのこれまでの࣏ࣗ体支援における被

災者支援業務のαϙートは、

ᾇ 　࣏ࣗ体のΩーマンに被災者支援の全体૾を説໌し

理ղいただく（図２）。

ᾈ 　ॾ੍度の「ワンストップ窓口」をઃ置し、被災さ

図１　「静岡県被災者支援連絡会」のイメージ
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れた方のෛ担ܰ減をಇきかける。

　؆単なように見えますが、大ࠞཚしている被災࣏ࣗ

体に入りࠐみ、これらを఻えるのは༰қではありませ

ん。経験上、ॊೈ性や寄りఴう姿੎にՃえて、఻える

λイミンάをಀさないことが重要だと考えています。

̏�ɹʮ੩Ԭݝඃࢧऀࡂԉ࿈བྷձʯ͕ ໨͢ࢦ
΋ͷ

　「੩Ԭݝ被災者支援連བྷ会」のߏ成ஂ体は、ݝのة

民生活課と、（社෱）ݝ、長ण政策課ࢱ৘ใ課、෱ػ

੩Ԭݝ社会෱ࢱ協議会、（特ඇ）੩ԬݝϘランティア

協会、（特ඇ）全国災害Ϙランティア支援ஂ体ネット

ワーク（+70"%）、੩Ԭݝ災害対策࢜業連བྷ会で、事

務ہはػة৘ใ課が担います。これまでの防災ɾػة

؅理は、事前の「උえ」と、発災からٸٹɾ໋ٹの

フΣーζまでに重きを置いてきましたが、ࠓࡢは「被

災された方が主体的に生活再ݐに取り組める」ஈ֊ま

で、関係者が連ܞしながら支えていくことも求められ

ています。୭に対して、Ͳのような支援をするかを整

理しつつ、෯広く、長期にわたる被災者支援のݝ域の

ௐ整窓口として、平時から「੩Ԭݝ被災者支援連བྷ

会」のӡӦに取り組んでまいります。

図２　生活再建のための業務の一覧（フロー図）
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いなべ市の防災の取組と平時からの防災への意識向上

༃ߒ՝ɹେ݄ࡂ๷ࢢͳ΂͍ݝॏࡾ

̍ɹ͸͡Ίʹ
重ࡾにありڥݝのݝլ࣎、ݝෞذいなべ市はݝ重ࡾ　

関口となります。いなべ市は、ものづくりݰの๺のݝ

日本を৅௃する中部ݍの一画として、ࣗ動ं関連メー

Χーをはじめଟくのا業に進出していただいておりま

す。現ࡏ整උ中の東海؀状ࣗ動ंಓが通り、令和7年

（2025年）3月には、市内に̎つ目となるいなべ*$が

開通し、これによりいなべ市の魅力と可能性はӹ々高

まり、よりଟくのަྲྀやߋなる౤ࢿが期଴される街で

もあります。

̎�ɹ͜Ε·Ͱͷඃࡂ஍Ͱͷ՝୊Λҙࣝ͠
ͨϋʔυ੔උ

　当市ではこれまで、東日本大震災をはじめ、۽本地

震、令和6年（2024年）能登半島地震等ଟくの被災地

へ職員を೿ݣし、被災地よりଟくの知見をಘてきまし

た。このことを౿まえ、いなべ市役所৽ிࣷݐઃ時に

は、その知見を活かしたிࣷの整උを目的として、令

和元年（2019年）5月にいなべ市役所ிࣷが׬成いた

しました。市役所は災害時のڌ点となることから、ਝ

଎な災害対ԠへのҠ行を行うため、防災担当課（Ҏ下

「防災課」とهड़します。）が、平時よりオϖϨーショ

ンルーム内の一部でࣥ務を行っており、ࣥ務ࣨの྆α

イυにパーテーションを用いることにより、平時はி

議ࣨや会議ࣨとして࢖用し、災害時にはパーテーショ

ンを開์することにより、ワンルームのフϩアʕとな

り、オϖϨーションルームとして࢖用することが可能

となっております。また、Ԡ援職員のオϖϨーション

ルームへの導ઢや%."5等のอ݈ҩྍ෱ࢱௐ整本部の

ઃ置場所等様々な点を検討したிࣷ及びอ݈ηンλー

が׬成しました。

　ிࣷݐઃにଓき、大規໛災害時に必ͣ災害対Ԡで重

要となる෺ࢿのඋ஝૔ݐݿઃを検討し、令和̎年

（2020年）にいなべ市防災ڌ点૔ݿ（地域内༌ૹڌ点）

を৽たに整උしました。防災ڌ点૔ݿについても、東

日本大震災、۽本地震、۝भ๺部߽Ӎ、੢日本߽Ӎ等

の被災地での課題をݐઃ時に検討し、උ஝૔ݿではな

く෺ྲྀ૔ݿとして整උを行いました。

オペレーションルーム兼執務室

いなべ市防災拠点倉庫
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　これまで全国֤地の࣏ࣗ体職員のօ様がிࣷ及び防

災ڌ点૔ݿの࡯ࢹにདྷられており、災害対Ԡを意識し

たࢪઃのݐઃが全国に広まることを๬んでおります。

̏ɹ஍Ҭͷར఺Λ͔ͨ͠׆๷ࡂ΁ͷऔ૊
　平成24年（2012年）からࡾ重ݝ๺部の܂員地域（܂

໊市、いなべ市、東員ொ、໦ીິொ）との連ܞ強化を

ਤっています。このૅとなったのは、東日本大震災で

のԕ໺市の役割です。܂員地域はいなべ市ɾ東員ொが

内཮部にあり、໊܂市ɾ໦ીິொはԊ؛部にあり、内

཮部࣏ࣗ体がԊ؛部࣏ࣗ体をਝ଎に支援できる枠組み

が必要であると考え、平成2ÿ年（2016年）に広域避難

に関する協定をక݁し、これまでに定例会やλイムラ

インの検討及び広域避難の実ಇ訓練を実ࢪしてきまし

た。特に国難ڃとされている南海トラフ地震では、੢

日本半分で大きな被害が出ると想定されており、ྡ઀

する࣏ࣗ体ಉ࢜が、まͣ助け合うことが大੾だとࢥっ

ています。ࡾ重ݝ๺部の܂員地域はѪ知ݝともྡ઀す

ることから、ݝ域をӽえた対Ԡも必要となるため、定

例会には、Ѫ知ݝの職員も出੮していただきました。

し浸水̌m地ܞと連ݝ内だけではなく、ྡ઀する府ݝ

域の࣏ࣗ体支援をޙࠓもܧଓして実ࢪしていかなくて

はならないと考えています。

̐ɹϓϥΠϕʔτ͔Βͷͭͳ͕Γͷॏཁੑ
　防災は、「平時からの᷷がりɾ連ܞ」が重要とよく

われます。令和6年（2024年）能登半島地震でのྠݴ

島市への支援の際には、平時から᷷がりのあるଟくの

防災関係者から支援や協力をಘて、ਝ଎な対Ԡに͛ܨ

ることができ、特に、νーム防災δϟパン関係者のޚ

協力のおか͛で、ྠ島市へのスムーζなઃඋの導入、

被災者支援を実ࢪすることができました。

　νーム防災δϟパンとは、内閣府と連ܞして全国֤

地で活༂するଟ様な防災の担いखをҭ成ɾԠ援するた

めの人材ネットワークです。このνーム防災δϟパン

には、お世話係として、内閣府やアυόイβーの先生

方と一ॹに「災害被害をܰ減するため、防災を国民ӡ

動として実ࢪ」することを目的として、様々な行事を

実ࢪしています。その中でも、毎年国内で開催されて

いるぼうさいこくたい（防災推進国民大会）では、オ

ンライン中ܧや、ηッションのا画ɾӡӦを行うと共

に、ࣗら登ஃし、防災の取組等を঺հしています。

　また、東海ݍ域の防災に関わる人の͗ܨ役として、

νーム防災δϟパンのアυόイβーである໊ݹ屋大学

໊༪教授の෱和৳෉先生と一ॹに、東海ݍ域の׭࢈学

の中心的な役割を担う方々（お世話役）と一ॹに定期

的にษ強会を開催し、東海ݍ域の防災のྺ࢙や防災へ

の取組৘ใ等を学Ϳػ会としています。

　νーム防災δϟパンの活動の1つである「つなが

るɾつな͛る」を目的として、東海ݍ域の人と人をܨ

、役割を担っていき͙ܨに全国֤地の人と人をߋ、͗

࢈、しࢪ域等全国様々な地域で活動を実ݍは関੢ޙࠓ

。っていますࢥっていきたいと࡞学を超えた᷷がりを׭

TEAM防災ジャパン　東海ローカルチームミーティング
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岐阜県飛騨市　避難所運営　人材育成に力

؅ཧ՝ػةࢢඈଭݝෞذ

̍ɹ͸͡Ίʹ
　人口減গと高齢化がՃ଎するなか、市職員も減গし

市外から通ۈする職員もଟいことから、「不特定ଟ਺」

の避難者がԡし寄せる指定避難所を職員だけでӡӦで

きるのか不҆を感じていました。

　そこで、市内ࡏ住ۈࡏの防災࢜にݺびかけ、職員と

一ॹになって指定避難所のӡӦを行う「ඈଭ市避難所

ӡӦ協力防災੍࢜度」を令和5年度にスλートしまし

た。この੍度は、Ҏ下の特௃がありますɿ

ᾇ　市ಠࣗの避難所ӡӦ訓練へのࢀՃ

ᾈ　協力防災࢜としての登࿥

ᾉ　災害発生時の避難所ӡӦै事に対するँྱ

　現77໊ࡏが協力防災࢜に登࿥しており、ࡢ年度に

は、จ部Պ学ল「学҆ߍ全૯合支援事業」と連ܞし、

中学生110人と協力防災40࢜人による大規໛な避難所

訓練を行う等、人材ҭ成に力を入れています。

折り畳みベッド設置訓練 中学生と協力防災士による訓
練振り返り

̎ɹ஍Ҭݙߩ΁ͷ೤͍૝͍
　「協力防災࢜」੍度は、地域に貢献したい、もっと

活動がしたい、ࣗ分の経験やスΩルを避難所ӡӦに活

かしたい。という೤い想いを๊く防災࢜が力を発شで

きる仕組みです。

　これまでに3ճ、ಠࣗの避難所ӡӦ訓練を開催し、

毎ճ内༰を変えながらࢀՃ者をืりました。ࢀՃされ

た防災࢜は、օさん意識が高く、訓練に޲き合う姿

は、ਅ݋そのもので

した。訓練ऴྃޙに

「協力防災࢜認定ॻ」

をお౉しすること

で、໋࢖とތりを

࢜った協力防災࣋

が、࣍々と஀生して

います。

̏ɹ ɾ̩ ɾ̠̗ͷ࣮ફʙආ೉ॴͷϦΞϧΛֶͿ
　令和6年（2024年）11月には、（一社）避難所ɾ避難生

活学会にࢣߨをґཔし、内閣府が提এする「避難所の

生活ڥ؀վળ」の取組である「̩（トイϨ）ɾ̠

（Ωッνン）ɾ̗（ϕッυ）」のઃ置を実ફする訓練を

開催しました。

　特に、ਬき出し訓練に重点を置き、Ҏ下の取組を行

いましたɿ

ʕ దԹでおいしくӫཆόランスのとれた৯事をプϩの

ྉ理人と中学生が協力してௐ理

ʕ 関係者もؚめ200৯を学ߍのՈఉՊࣨ（ௐ理ࣨ）と

いうݶられたڥ؀下でௐ理

ʕ 「৯৸分཭」を学Ϳため、ࣷߍ内に「Ծઃ৯ಊ」を

ઃ置

　これらの実ફを通じて、災害関連ࢮを防͙ために重

要となる「避難所での৯事」について学びました。

中学生とプロの料理人による
炊き出し訓練

TKBについて学ぶ参加者

̐ɹظ଴͞ΕΔޮՌ
　このような取組により、Ҏ下のޮ果が期଴されます。

ᾇ 　「避難所のリアル」を学Ϳことで実ફ的な人材をҭ成

ᾈ 　「ԿをͲうすれば良いのか」指示଴ちではなく

「ࣗら考え動ける人材」をҭ成

ᾉ　地域の避難所やࣗ主防災組৫へのԣ展開

ᾊ　「地域防災力」の強化

ᾋ 　एい世代のҭ成や世代をӽえた学び合いによる地

域の防災力強化

　協力防災࢜という੍度により、ੵۃ的に立ち上がる

住民が増えました。公助を補うかけがえのないଘࡏと

して、ޙࠓも協力防災੍࢜度をॆ実させていきます。

ʲจ献ʳඈଭ市ɼ2024ɼ「中学生と防災࢜によるॳの避

難所ઃӦ訓練が行われました」（2024年11月26日）
https://www.city.hida.gifu.jp/site/koho/2024-11-10.html

車椅子等に配慮した避難所レイア
ウト説明
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松山防災士フォローアッププログラム

Ѫඤݝদࢢࢢࢁຽ๷҆ࡂશ՝

̍ɹ͸͡Ίʹ
　দ山市では、平成17年（2005年）から、全国でॳめ

て防災֨ࢿ࢜の取ಘඅ用を全ֹ公අෛ担し、令和6年

（2024年）̔月に全国の市区ொ村でॳめて、防災࢜਺

が1万人を超えました。そして、令和6年度からは、

防災࢜のスΩルアップと、さらなる防災力の޲上のた

め、「দ山防災࢜フォϩーアッププϩάラム」を実ࢪ

しています。

̎�ɹদࢁ๷࢜ࡂϑΥϩʔΞοϓϓϩάϥϜ
ʢ֓ཁʣ

　災害についての৘ใや、災害から学Ϳべき教訓は

日々ߋ৽されます。このプϩάラムは、দ山市内にࡏ

住ຢはۈ務する防災࢜を対৅に、「災害時の৯とӫཆ」

や「災害時のトイϨ対策」等、実ٕと࠲学を৫りަͥ

た14のプϩάラムからߏ成されていて、テーマ͝と

に、ઐ໳Ոから࠷৽の防災৘ใを学Ϳことができま

す。

　防災࢜として地域で活動している方はもちΖん、こ

れから地域で防災活動をしたいと考えている方、防災

について学び௚したい方等、様々なニーζに対Ԡして

います。

̏�ɹদࢁ๷࢜ࡂϑΥϩʔΞοϓϓϩάϥϜ
ʢ಺༰ʣ

　令和7年度（2025年度）も「住୐଱震ɾՈ۩ݻ定」

「ϖット防災」「災害Ϙランティア」「要配ྀ者支援」

「防災まちาきɾ防災マップ࡞り」「ٹ出ٕज़ɾॳ期ফ

Րɾ҆全؅理」「上ߨ໋ٹڃश」等、14のプϩάラム

を開催する༧定です。

　中でも「リアル)6(（避難所ӡӦήーム）」では、

防災Χーυήーム「)6(」を実際に避難所（খ学ߍ）

で体験することができます。現実の地震災害にۙい状

住スϖース、災害時ډり出し、避難者の受෇や࡞をگ

用トイϨ等をઃ置し、ӡӦ者側ɾ避難者側に分かれて

避難者の受け入れを行う等、避難所の開ઃやӡӦに必

要な知識とٕज़を実ફで学Ϳことができます。

̐ɹऴΘΓʹ
　プϩάラム実ޙࢪのアンέートでは、֤ճの平ۉで

約95ˋの方がຬ足のいく内༰だったとճ౴されまし

た。その一方で、ஈ取りやݚमの時間配分等につい

て、վળ点もଟくみられました。

࢜はより内༰をॆ実したものにし、ଟくの防災ޙࠓ　

の方にࢀՃしていただくことで、地域の防災力を高

め、より災害に強いまちづくりを進めていきます。

写真１�　令和６年度救出技術・初期消火・安全管理（令和６年
10月撮影）

写真２　令和６年度リアルHUG（令和７年１月撮影）
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防災意識向上プロジェクト講演会及び防災備蓄物資貸与式

Ѫඤَݝ๺ொ؅ػةཧ՝

̍ɹ͸͡Ίʹ
　َ๺ொは、࢛国の੢南部に位置し、ொの΄ぼ中ԝ部

には日本ޙ࠷のਗ਼ྲྀ「࢛万े川」の࠷大ڃの支ྲྀであ

る「広見川」がྲྀれ、पғには国立公園に指定されて

いる成川ܢ୩やઅ҆ܢ୩等、優れたࣗવ؍ܠやو重な

生ଶܥを࢒した྘๛かなொです。一方で、গ子高齢化

や人口減গも深ࠁな過疎のொでもあります。

　平成26年（2014年）にொ内全ての地区において、ࣗ

主防災組৫（56単位組৫）が݁成されていますが、こ

れまでଟ਺のࢮ者が発生するような大規໛な災害の経

験がないため、ىޙࠓこりಘる大規໛災害の際には、

避難所の開ઃやӡӦ等に主体的に取り組んでいけるか

。ዧされていますة

̎�ɹ๷ࡂҙ্ࣝ޲ϓϩδΣΫτߨԋձ
ʢྩ࿨̓೥ʢù÷ùü೥ʣ̎ ݄øü೔ʢ౔ʣʣ

　َ๺ொでは、ࣗ主防災組৫の会員や防災࢜等の防災

意識の޲上を目的とした「防災意識޲上プϩδΣクト

には、平成ࢣߨしました。（写真１）ࢪԋ会」を実ߨ

23年（2011年）の東日本大震災発生当時、2,000人Ҏ

上が避難した中学ߍのߍ長として、地域のࣗ主防災組

৫と協力して避難所ӡӦにあたったੴ川ળݑ先生をお

টきし、「行政がػ能するまでの࠷ॳの਺日間を地域

がいかに連ܞできるかで避難所のӡӦ方๏やܨがる生

໋が変わる」といった経験者のو重な話をฉくことが

できました。

写真１　「防災意識向上プロジェクト講演会」の様子

̏�ɹ๷ࡂඋ஝෺ିࢿ༩ ʢࣜྩ࿨̓೥̎ ø݄ü೔ʢ౔ʣʣ
し、ொ内全56ࢪ与ࣜを実ିࢿඋ஝෺、ޙԋ会ऴྃߨ　

ࣗ主防災組৫に対し、災害用トイϨ（ラップϙント

ϨッΧーࣗ動）及びソーラーॆిࣜ஝ి஑（"4"("0

2000̬）֤1ηットをແঈି与しました。ࣜでは、そ

れぞれのثػのૢ࡞説໌や上ه෺ࢿのଞにも෺ೲ寄෇

をいただいた水॥؀型シϟワー805"B09や水॥؀

型ϙーλϒルखચいスλンυ804)等の展示実ԋも

行いました。（写真２）

　この取組は、Ѫඤɾ高知の12市ொ村と᷂大௩঎会に

おいて、令和5年（2023年）̔月14日にక݁した「災

害時における૬ޓԠ援及び支援協力に関する連ܞ協

定」にجづき、᷂大௩঎会から12市ொ村に対し令和5

年度（2023年度）、令和6年度（2024年度）の̎Օ年

に౉り「ا業൛;るさとೲ੫」を活用した防災උ஝෺

をؚࢿ෺ه等の෺ೲ寄෇が行われ、َ๺ொには、上ࢿ

めたଟछଟ様な防災ػࢿ材をいただいたことから実ࢪ

することができました。

写真２　水循環型シャワーＷＯTABＯＸの展示実演の様子

̐ɹ͓ΘΓʹ
　َ๺ொでは、ޙࠓもࣗ主防災組৫や防災࢜と共に地

域防災力の޲上をਤり、また民間ا業等と連ܞしなが

ら、いつىきてもおかしくないといわれる「南海トラ

フ地震」等の大規໛災害にඋえてまいります。

考ࢀ

令和5年度「地方૑生Ԡ援੫੍（ا業൛;るさとೲ

੫）に係る大ਉදজ」

ʲا業部໳ʳࣜג会社大௩঎会　受৆

令和6年1月23日　内閣府地方૑生推進事務ہ
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高知市孤立地域支援訓練報告

中থҰࢁ՝௕ɹࡦ੓ࡂ෦๷ࡦରࡂ๷ࢢ஌ߴ

̍ɹ͸͡Ίʹ
　令和6年（2024年）能登半島地震等で集མのݽ立が

発生したことを౿まえ、令和7年（2025年）5月25日

（日）に、本市で実ࢪしたݽ立地域支援訓練（高知ݝ

૯合防災訓練の一؀）についてใࠂします。

̎ɹ܇࿅֓ཁ
　本訓練では、南海トラフ地震の強い༳れによりಓ࿏

がੇஅされた中山間地域（高知市土佐山地域）の集མ

がݽ立したと想定し、地域住民、ࣗ主防災組৫、ফ防

ஂ、ࣗӴୂ、ݝɾ市が連ܞし、「ᶃٹ助ٹ出訓練ɾϔ

リαイン࡞成訓練」、「ᶄ避難所開ઃɾӡӦ学श会」、

「ᶅ෺ࢿ配ૹ訓練」を実ࢪしました。

⑴　救助救出訓練・ヘリサイン作成訓練

　ᶃ 　高知市が災害協定をక݁している૰合ܯඋอো

立集མݽ会社（"-40,）にυϩーンによるࣜג

ௐࠪを要੥しݽ立者を֬認。（写真１）

　ᶄ 　高知市から高知市ফ防ஂ土佐山分ஂに現地֬認

⑵　避難所開設・運営学習会

　集མのݽ立等、土佐山地域で想定される被害等を֬

認ޙ、避難所ӡӦマニュアルをࢀ考に開ઃखॱとඋ஝

඼を֬認。（写真４）

⑶　物資配送訓練

　避難所から要੥のあった෺ࢿを、ٹ助ٹ出に޲かう

ϔリでӡ動場に配ૹし、避難所をӡӦする地域住民と

高知市職員が受け取って避難所にೲ඼するまでを訓

練。

̏ɹ·ͱΊ
　本訓練は、ݽ立地域支援に関わる関係者が、おޓい

のػ能や役割を֬認する良いػ会となりました。

　中山間地域のݽ立化対策は全国的な課題であり、平

時にજࡏしているリスクが、災害時に一ؾにࡏݦ化し

ます。ࠓճの訓練のように、地域住民、ࣗ主防災組

৫、ফ防ஂ、ا業、ٹ助ٹ出ػ関、࣏ࣗ体等が平時か

ら連ܞし対策をߨじることが大੾です。

写真１　ドローンによる孤立集落調査 写真２　自衛隊ヘリによる孤立者の搬送

写真３　自衛隊ヘリによる孤立者の搬送 写真４　住民による避難所開設訓練

を要੥、現地֬認の݁

果、ҩྍػ関へのൖૹ

が必要なݽ立者を֬認

したため、高知ݝにϔ

リによるٹ助ٹ出を要

੥。

　ᶅ 　高知市職員が࠷寄り

のӡ動場にϔリαイン

を࡞成。

　ᶆ 　ࣗӴୂϔリがݽ立者

をٹ出、災害支援ڌ点

පӃへൖૹ（訓練当日

は、ϔリが཭཮する

も、受入先にυクλー

ϔリの要੥が入ったた

めҾきฦした。）。（写

真２．３）
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仁淀川流域治水プロジェクト「安全に逃げる」対策
～犠牲者ゼロを目指す！伊野地区自主防災会連合会の挑戦～

؅ཧࣨػةͷொ૯຿՝͍ݝ஌ߴ

̍ɹ͍ͷொͷ஍Ҭಛੑ
　いのொは高知ݝの中ԝ部に位置し、一ڃՏ川ɾਔཎ

川の支川であるӉ࣏川ྲྀ域では、毎年のように水害が

発生しています。1,000年に1度ڃの߽Ӎでਔཎ川の

అ防が決յした場合、ொ中心部では深さ5mҎ上の浸

水が想定され、࠷大で約1万人に໋のݥةが及Ϳと公

දされています。

̎ɹҏ໺஍۠ࣗओ๷ࡂձ࿈߹ձͷऔ૊
　こうした中、ػة感を࣋ったӉ࣏川ྲྀ域のҏ໺地区

ࣗ主防災会連合会は、「住民でできることはやΖう」

との決意のもと、行政と連ܞし、様々な取組を進めて

います。この活動は֤ࣗ主防災会にも広がり、民間ࢪ

ઃと連ܞした合ಉ避難訓練を実ࢪする地区もある等、

大規໛水害へのඋえがண実に進められています。

　令和̐ɾ5年度（2022年度ɾ2023年度）には、水害

リスクの見える化と住民のػة意識޲上を目的に、想

定浸水深のௐࠪや֤地区の浸水マップの࡞成、それら

をجにした住民ݚम会の開催を行いました。また、連

合会内に「ྲྀ域࣏水推進ҕ員会」をઃ置し、推進ҕ員

を中心に取組の۩体化を進めました。

　令和6年度（2024年度）には、民間ࢪઃとのٸۓ避

難場所の協定ަবを行う等避難場所の֬อを進め、住

民検討会を通じてۙྡのٸۓ避難場所を地域住民と共

有しました。令和7年度（2025年度）からは、これら

の取組を౿まえ、地域͝との実ફ的な避難訓練の実ࢪ

を༧定しています。

　この避難訓練では、地域͝とにۙྡの避難場所へ実

際に足をӡび、避難経࿏を֬認することが重要です。

その中で、要配ྀ者の避難方๏や、ಓがੇஅされてい

た場合にଞの経࿏はあるのか等、住民ࣗ਎が様々な課

題にؾづくことが期଴されます。こうして໌らかに

なった課題をもとに、࣍の取組へとつな͛ていきます。

̏ɹޙ࠷ʹ
　ҏ໺地区ࣗ主防災会連合会による住民主体の活動

は、ྲྀ域࣏水をؚむ防災の取組において、ொが目指す

べき姿であり、大変心強く感じています。「҆全にಀ

͛る」対策が進んでいることは行政主導ではなく、ࣗ

主防災会を中心とした地域との連ܞがあってこそだと

実感しています。

も、ࣗ主防災会の主体性をଚ重しつつ、ொも協ޙࠓ　

ಇの立場で関わりながら、住民がࢀ画しやすい仕組み

づくりや、「地域は地域でकる」意識づくりを進め、

٘ਜ਼者θϩを目指して取り組んでまいります。

想定浸水深の調査 住民検討会 新町自主防災会と民間施設（グループホー
ムゆとりの里）の合同避難訓練

住民検討会で使用した「伊野地区洪水避難地図」（地区ごとに
連合会と町が共同作成）
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防災Ϧーμーと地域ͷ防災Ϧーμーと地域ͷ防災Ϧーμーと地域ͷ防災Ϧーμーと地域ͷ防災Ϧーμーと地域ͷ防災Ϧーμーと地域ͷ防災Ϧーμーと地域ͷ防災Ϧーμーと地域ͷ防災Ϧーμーと地域ͷ防災Ϧーμーと地域ͷ防災Ϧーμーと地域ͷྠྠྠྠྠྠྠྠྠྠྠྠྠྠྠྠྠྠ

高知市の下知地区は中心市街地

の東側に位置しており、鏡川や国

分川、久万川に面する低平な土地

に約1万6,000人が暮らしていま

す。昭和21年（1946年）の南海地

震では津波により大きな被害を受

けており、発生が懸念される南海

トラフ地震の被害想定でも震度

7、津波浸水深3～5mが想定さ

れています。

この地域では、住民が主体とな

り、平成27年（2015年）に内閣府の

地区防災計画のモデル事業にエン

トリーしました。その際に行政側で

窓口を担当したのが、高知市防災

対策部防災対策課長の山中晶一さ

んです（当時地域防災推進課所属）。

「跡見学園女子大学の鍵屋一教

授の指導の下、「魅力増進型の事

前復興計画」として地区防災計画

の検討を行いました。当時は地区

防災計画の動きは始まったばかり

で、地区防災計画で住民が主体と

なって決めた事前復興計画を行政

に提案して地域防災計画に位置づ

けるといった点で画期的でした。」

（山中さん）

山中さんは元々平成17年（2005

御意見・御感想は、内閣府（防災担当）　　広報誌「ぼうさい」担当宛にお寄せください。

令和7年（2025年）7月8日
https://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/index.html
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　平成27年（2015）年に開催された仙台国連防災会議から10年が経過しまし

た。この会議で採択された「仙台防災枠組2015－2030」では災害リスク及び

損失の削減を目指して2030年までに達成すべきゴールを定め、そのための優

先行動が規定されました。

　本号の特集では仙台防災枠組を念頭に、世界の防災の現状や課題について

整理しましたが、取材を通してゴール達成のためには国際協力が不可欠である

ことや、その中でわが国が重要な役割を果たすことの重要性を再認識しました。

　本誌巻頭の連載「不屈の大地～Build Back Betterの軌跡」も、実は仙台

防災枠組の中に示されている優先行動の一つである「Build Back Better（よ

り良い復興）」をテーマにしています。災害からの復興に際して、単に元の形

に戻すのではなく、被災前よりも災害に対して強靭にすることで、地域の生活

や経済の発展に寄与するという考え方です。この考え方は、仙台防災枠組を

通じて世界に広がっており、その実現のために、日本では主として開発途上

国に様々な支援を行うことで貢献しています。

●編集後記

年）に高知市に編入された土佐山

村の職員で、過疎化が進む中山間

地で地域コミュニティによる共助

の重要性を体感してきた経験か

ら、地区防災計画づくりの必要性

を強く感じていました。

事前復興計画の策定には住民の

合意形成が求められますが、山中

さんは「あるべき地域の姿は世代

によって変わっていくもの。大事

なのは、合意形成そのものでな

く、住民主体となってそれを話し

合える土壌です。それを醸成する

「装置」として地区防災計画を活

かすことが重要」と話します。さ

らに、地区の住民だけでなく、

「関係人口」を増やすことの重要

性も説きます。

「例えば、旧土佐山村は地縁コ

ミュニティが密で共助力は高い一

方、高齢化は否めません。地区の

リソース不足を、関係人口を増や

すことで補っていくことも必要で

した。下知地区でも市外の人たち

がコミュニティ活性化に様々な協

力を行う等、関係人口は増えつつ

あります。」（山中さん）

山中さんは、防災関係者等の

ネットワークづくりのため、有志

による「全国防災関係人口ミート

アップ」を主催しています。公務

員プラットフォーム「オンライン

市役所」の仕組みを活用して、

「立場や地域を超えた顔の見える

関係づくり」をミッションに、毎

週月曜日に配信を行っています。

「平時を「災間」と考えて、それ

ぞれの課題を共有して関係をつ

くっておく。この関係は令和6年

（2024年）能登半島地震でも活かさ

れました。このような関係性は、

災害時はもとより、平時の地域社

会をエンパワーメントしていくも

のと考えています。」（山中さん）

地域防災力をエンパワーメントする
「装置（地区防災計画）」と「関係人口」

第57回

高知市
防災対策部防災政策課長

山中晶一さん

No.113

▲下知地区の避難訓練（高知市提供）

▲下知地区防災計画の高知市長への提出

　（高知市提供）

▲全国防災関係人口ミートアップ

　（ぼうさいこくたい2024にて 山中さん提供）
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